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本
誌
の
方
針

　
　
　

歷
史
的
か
な
づ
か
ひ
は
二
十
一
世
紀
の
現
代
に
も
生
き
て
ゐ
る

　

一　

全
頁
が
歷
史
的
か
な
づ
か
ひ
（
固
有
名
詞
や
引
用
文
な
ど
は
除
く
）

　
　
　

・
正
字
・
正
か
な
（
舊
字
・
舊
か
な
）、
ま
た
は
新
字
・
正
か
な
（
新
字
・
舊
か
な
）

　
　
　

・
漢
字
圈
に
長
ら
く
略
字
の
傳
統
が
あ
る
事
は
認
め
、
時
に
は
そ
れ
も
使
つ
て
書
く
場
合
も
あ
る
も
の
の
、

　
　
　
　

略
字
は
略
字
で
あ
り
、
正
字
を
お
藏
入
り
に
し
て
略
字
を
正
字
に
格
上
げ
す
る
事
に
は
反
對
す
る

　

二　
「
似
非
舊
假
名
遣
」
で
は
な
く
、
本
物
の
歷
史
的
か
な
づ
か
ひ

　

三　
「
歷
史
的
か
な
づ
か
ひ
＝
懷
古
趣
味
」
と
い
ふ
先
入
觀
の
打
破

　

四　
「
歷
史
的
か
な
づ
か
ひ
に
よ
る
原
稿
が
表
記
を
改
竄
さ
れ
る
こ
と
な
く
當
然
揭
載
さ
れ
る
時
代
」
を
作
り
上
げ
て
い
く

　
　
　

歷
史
的
か
な
づ
か
ひ
は
一
部
の
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
讀
み
た
い
・
書
き
た
い
「
み
ん
な
の
も
の
」
で
あ
る
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國
語
問
題
特
輯

昭和百年
様
々
な
サを

は
り終
が
あ
っ
た
り
決
ま
っ
た
り

Windows10サポート終了（2025年10月）
32ビットパソコンの時代の終り

大阪・関西万博（2025年10月）

iモード（2026年3月）

インターネットの辞書
goo辞書（2025年6月）

無料ウェブページ
FC2WEB（2025年6月）

天気予報サービス「177」
（2025年3月）

一部の民放AM放送
（2025年12月～）

NHKラジオ第二放送(AM)
（2026年3月）

国家の公的表記としての
正字・正かな（旧字・旧かな）

（1946年11月）

「国による将来的な
漢字廃止予定」の終り

（1966年６月）

表外漢字を国が
認めない時代の終り

（2000年12月）

「常用漢字採用字は
原則略字」の終り
（2010年11月）

文語体による
刑法・民法等

（1995年５月～）

国家標準としての
日本式・訓令式ローマ字

（2025年12月）
例）nakayosi

Skype（2025年5月）

LINE Pay（2025年4月）

紙の健康保険証（2025年12月）

50cc原付自転車の生産
（2025年10月）

KK線（2025年4月）
BS松竹東急（2025年6月）

ガソリン税の暫定税率
（2025年12月）

（
サ
ー
ヴ
ィ
ス
終
了
）
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7 サ終とサ開

サを
は
り終

と
サは

じ
ま
り開

押
井
德
馬

特
　
　
　
輯

　

先
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
こ
の
や
う
な

も
の
を
見
附
け
ま
し
た
。
カ
ナ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

で
す
。
漢
字
は
打
て
ま
せ
ん
が
、
キ
ー
ボ
ー
ド
か

ら
カ
タ
カ
ナ
の
日
本
語
を
打
て
ま
す
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
ま
で
は
、
庶
民
が
日
常

の
文
書
を
作
る
の
は
大
抵
手
書
き
で
し
た
。
漢
字

か
な
交
じ
り
文
を
打
て
る
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

も
あ
る
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
千
程
の
活
字
を
竝
べ
た
大
き
な
文

字
盤
か
ら
漢
字
を
一
つ
一
つ
探
し
て
打
つ
、
重
く
て
巨
大
な
機
械
で
、

一
部
の
會
社
で
淸
書
用
と
し
て
あ
る
以
外
、
あ
ま
り
普
及
は
し
て
ゐ

ま
せ
ん
で
し
た
。
印
刷
所
に
手
書
き
原
稿
を
活
字
に
起
こ
し
て
印
刷

し
て
も
ら
ふ
事
も
出
來
ま
し
た
が
、
お
金
も
納
期
も
掛
か
り
ま
し
た
。

普
段
は
手
書
き
原
稿
を
カ
ー
ボ
ン
紙
や
靑
燒
き
コ
ピ
ー
で
複
寫
す
る

か
、
ガ
リ
版
（
謄
寫
版
）
の
原
紙
に
鐵
筆
で
書
い
た
り
、
紙
原
稿
を

※「井（ヰ）」は「キ」を半文字ずらして重ね打ち。「ヱ」は無理。



13 輪に集ひ和するは萬國博覽會

韓
國
と
仲
の
惡
い
北
朝
鮮
は
後
者
が

不
參
加
で
し
た
。

　

人
氣
パ
ビ
リ
オ
ン
は
一
時
間
待
ち
、

二
時
間
待
ち
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
待

つ
事
も
珍
し
く
な
い
の
で
、
あ
ま
り

待
た
ず
に
入
れ
る
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン

を
中
心
に
見
て
廻
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
行
列
で
長
時
間
待
っ
て
で
も
入
り
た
い
パ
ビ
リ
オ
ン
も
幾
つ

か
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
「
中
國
館
」
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
嬉
し
い

事
に
、
入
口
の
「
中
國
」
の
字
は
簡
化
字
で
は
な
く
正
體
字
で
す
！

　

ま
る
で
巨
大
な
竹
簡
の
や
う
な
外
壁
に
は
、
篆
書
や
隸
書
を
含
め

樣
々
な
筆
文
字
の
漢
字
。
日
本
を
含
め
漢
字
に
興
味
の
あ
る
人
を
惹

き
つ
け
る
見
事
な
仕
掛
け
で
す
。

　

中
に
入
る
と
、
先
づ
は
古
代
の
甲
骨
文
や
靑
銅
器
や
干
祿
字
書
な

ど
の
歷
史
資
料
の
收
め
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
。
單
に
見
て
終
り
で

は
な
く
、
表
面
が
透
明
な
液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
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国
語
年
表

押
井
徳
馬

特
　
　
　
輯

時
代

国
内
・
政
府

国
内
・
民
間

仮
名
遣
の
規
範

科
学
技
術

国
外
の
漢
字
圏

〜
平
安

七
〜
八
世
紀
頃
？　

万
葉
集
↓
万
葉
仮

名八
〜
九
世
紀
頃
？　

ひ
ら
が
な
登
場

八
〜
九
世
紀
頃
？　

カ
タ
カ
ナ
登
場

写
本
（
手
書
き
で
筆
写
）

又
は
木
版
に
よ
り
出
版
七
七
四　

干
祿
字
書
（
顔
元

孫
）。
正
式
な
字
体
の

目
安
と
し
て
、
漢
字
を

正
・
通
・
俗
に
分
類

鎌
倉
〜

江
戸
初
期

一
三
世
紀
前
半
？　

下
官
集
（
藤
原
定

家
）
↓
定
家
仮
名
遣

一
三
六
三
年
以
降
？　

仮
名
文
字
遣
（
行

阿
）
↓
定
家
仮
名
遣
の
増
補

一
五
世
紀
後
半
〜
一
六
世
紀
前
半　

キ
リ
シ
タ

ン
版
（
ロ
ー
マ
字
表
記
の
日
本

語
書
籍
）

江
戸
中
期

〜
後
期

一
六
九
三　

和
字
正
濫
鈔
（
契
沖
）

↓
契
沖
仮
名
遣

一
七
七
六　

字
音
仮か
な
づ
か
ひ

字
用
格
（
本
居

宣
長
）

一
七
一
六　

康
煕
字
典
（
康

熙
帝
）。
後
に
は
漢
字
の

印
刷
字
形
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
的
存
在
に

一
八
六
〇
年
代　

フ
ラ
ン
ス
に

よ
り
ベ
ト
ナ
ム
語
の

ロ
ー
マ
字
表
記
普
及
政

策
が
始
ま
る

明
治
〜

昭
和
初
期
一
八
七
二
／
明
四　

学
制
発
布
。
政
府

に
よ
る
普
通
教
育
の
開
始

一
九
〇
〇
／
明
三
三　

公
教
育
で
変
体

仮
名
の
整
理
、
漢
語
を
字
音

棒
引
仮
名
遣
に

一
九
〇
二
／
明
三
五　

国
語
調
査
委
員

会
設
置
、
将
来
的
な
漢
字
廃

止
の
方
針
決
ま
る

一
九
〇
八
／
明
四
一　

森
鷗
外
、
演
説

に
て
歴
史
的
仮
名
遣
を
擁
護
。

字
音
棒
引
仮
名
遣
廃
止

一
九
二
一
／
大
一
〇　

臨
時
国
語
調
査

会
設
置

一
九
二
四
／
大
一
三　

仮
名
遣
改
定
案

作
成

一
九
三
四
／
昭
九　

国
語
審
議
会
設
置

明
治
〜　

日
本
語
の
横
書
き
が
普

及
し
始
め
る

一
八
八
五
／
明
一
八　
「
羅
馬
字
会
」
結

成
（
外
山
正
一
、
矢
田
部
良
吉

ほ
か
）

一
九
〇
九
／
明
四
二　
「
日
本
の
ロ
ー
マ

字
社
」
設
立
（
田
中
館
愛
橘
）

一
九
一
四
／
大
三　
「
東
京
ロ
ー
マ
字

会
」
結
成
↓
後
の
「
日
本
ロ
ー

マ
字
会
」

一
九
二
〇
／
大
九　
「
仮
名
文
字
協
会
」

設
立
（
山
下
芳
太
郎
）
↓
後
の

「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」

一
九
二
五
／
大
一
四　

山
田
孝
雄
（
国
語

学
者
）
と
芥
川
龍
之
介
、
仮
名

遣
改
定
案
へ
の
反
対
意
見
を

発
表

一
九
四
二
／
昭
一
七　

国
語
改
革
に
反

対
す
る
「
日
本
國
語
會
」
設
立

明
治
初
期　

金
属
活
字
普
及

一
八
九
四
／
明
二
七　

国
産
の
謄

写
版
（
堀
井
謄
写
堂
）

一
八
九
九
／
明
三
二
、一
九
〇
〇
／
明
三
三　

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー（
黒

澤
貞
次
郎
）

一
九
一
五
／
大
四　

和
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
（
杉
本
京
太
）

一
九
二
五
／
大
一
四　

和
文
写
真

植
字
機
（
石
井
茂
吉
、
森

澤
信
夫
↓
後
の
写
研
、

モ
リ
サ
ワ
創
業
者
）

一
九
一
二
／
明
四
五　

当
時
日
本

領
だ
っ
た
台
湾
向
け
に
、

表
音
仮
名
遣
に
よ
る
国

語
（
日
本
語
）
教
科
書
が

発
行
さ
れ
る
。
朝
鮮
・

南
洋
群
島
も
同
様

戦
後

一
九
四
六
／
昭
二
一　

現
代
か
な
づ
か

い
告
示
、
当
用
漢
字
表
制
定

一
九
四
八
／
昭
二
三　

当
用
漢
字
音
訓
表

一
九
四
八
／
昭
二
三　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る

識
字
率
調
査
、
漢
字
廃
止
撤
回

一
九
四
九
／
昭
二
四　

当
用
漢
字
字
体
表

一
九
四
〇
年
代
後
半
〜　

国
語
の
ロ
ー
マ

字
教
育
が
推
進
さ
れ
る

一
九
四
〇
年
代
後
半　

右
横
書
き
が
公

文
書
・
新
聞
か
ら
消
え
る

一
九
六
一
／
昭
三
六　

国
語
審
議
会
委

員
選
任
が
表
音
主
義
者
に
偏

る
事
を
不
服
と
し
て
委
員
五

人
が
脱
退
↓
制
度
見
直
し

一
九
六
六
／
昭
四
一　

漢
字
か
な
交
じ

り
文
を
国
語
表
記
の
正
則
と

明
文
化
す
る
「
吉
田
提
案
」
が

事
実
上
受
入
れ
ら
れ
、
国
の

将
来
的
な
漢
字
廃
止
の
方
針

が
名
実
と
も
に
終
る

一
九
八
一
／
昭
五
六　

当
用
漢
字
表
か

ら
常
用
漢
字
表
に
改
定
、「
漢

字
の
範
囲
」
を
「
漢
字
使
用
の

目
安
」
に
緩
和

一
九
八
六
／
昭
六
一　

現
代
仮
名
遣
い

に
改
定
、「
準
則
」
を
「
よ
り

ど
こ
ろ
」
に
緩
和

二
〇
〇
〇
／
平
一
二　
「
表
外
漢
字
字
体

表
」
発
表
。
漢
字
制
限
で
一

旦
は
排
除
さ
れ
た
漢
字
が
公

的
な
裏
付
け
を
得
る

二
〇
〇
一
／
平
一
三　

国
語
審
議
会
廃

止
（
後
継
は
文
化
審
議
会
国

語
分
科
会
）

二
〇
一
〇
／
平
二
二　

常
用
漢
字
表
改
定

一
九
五
九
／
昭
三
四　

急
進
的
な
国
語

改
革
に
反
対
す
る
「
國
語
問
題

協
議
會
」
設
立

二
〇
二
三
／
令
五　
「
日
本
ロ
ー
マ
字

会
」
解
散

一
九
五
五
／
昭
三
〇　

漢
字
テ
レ

タ
イ
プ
（
沖
）

一
九
七
〇
年
代
〜　

電
算
写
植
が

広
ま
る

一
九
七
八
／
昭
五
三　

か
な
漢
字

変
換
方
式
の
日
本
語
ワ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
東
芝
）

一
九
七
八
／
昭
五
三　

漢
字
を
含

む
日
本
語
文
字
コ
ー
ド

が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に

一
九
八
〇
年
代　

ワ
ー
プ
ロ
専

用
機
、
漢
字
対
応
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
普
及

一
九
八
三
／
昭
五
八　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

文
字
コ
ー
ド
改
定
。
例

示
字
形
変
更
（
略
字
を

正
と
す
る
）
が
不
評

一
九
九
二
／
平
四　

文
字
コ
ー
ド

「
ユ
ニ
コ
ー
ド
」
に
「
Ｃ

Ｊ
Ｋ
統
合
漢
字
」
追
加

二
〇
〇
〇
／
平
一
二　

常
用
漢
字

に
対
応
す
る
「
旧
字
」

の
多
く
を
収
録
す
る
フ

ォ
ン
ト
規
格
「Adobe-

Japan 1-4

」（
ア
ド
ビ
）

二
〇
〇
四
／
平
一
六　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

文
字
コ
ー
ド
改
定
。
一

部
の
字
の
例
示
字
形
を

康
煕
字
典
体
に
変
更

二
〇
〇
七
／
平
一
七　

ユ
ニ
コ
ー

ド
の
「
異
体
字
セ
レ
ク

タ
」
の
規
格
に
「Adobe-

Japan1

」
が
入
る

二
〇
一
一
／
平
二
三　

約
六
万
字

の
漢
字
を
含
む
フ
ォ
ン

ト
「IPAm

j

明
朝
」

一
九
四
五
／
昭
二
〇　

北
ベ
ト
ナ

ム
、
漢
字
表
記
を
廃
止

し
ロ
ー
マ
字
表
記
を
ベ

ト
ナ
ム
語
の
公
式
表
記

に一
九
四
八
／
昭
二
三　

大
韓
民
国
、

ハ
ン
グ
ル
専
用
法
制
定
。

公
文
書
で
の
漢
字
使
用

は
原
則
廃
止

一
九
四
八
／
昭
二
三　

北
朝
鮮
、

漢
字
使
用
全
廃

一
九
五
六
／
昭
三
一　

中
華
人
民

共
和
国
、「
漢
字
簡
化
方

案
」
公
布
（
簡
体
字
）

一
九
七
〇
／
昭
四
五　

大
韓
民
国
、

普
通
教
育
で
の
漢
字
教

育
廃
止

一
九
七
七
／
昭
五
二　

中
華
人
民

共
和
国
、「
第
二
次
漢
字

簡
化
方
案
草
案
」
発
表
。

批
判
が
多
く
後
に
廃
止

遣名仮家定
遣名仮沖契

遣名仮的史歴の義広
（遣名仮的史歴の義狭）（るれさ用使き続引はに等記表の人個や芸文）

（案定改遣名仮・遣 名仮音表）い遣名仮代現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いかづなか代現

そ
し
て
こ
ん
な
未
来
が
や
っ
て
来
る
と
い
い
か
も
？

未
来

従
来
規
定
の
な
か
っ
た
五
十

音
図
、
小
学
校
の
国
語
教
科

書
の
検
定
に
追
加
。
ヤ
行
と

ワ
行
は
「
や
い
ゆ
え
よ
」「
わ

ゐ
う
ゑ
を
」
を
原
則
に

現
代
仮
名
遣
い
改
定
、「
つ
ま

づ
く
」「
せ
か
い
ぢ
ゅ
う
」「
ぢ

め
ん
」
等
の
表
記
を
本
則
に

「
表
外
漢
字
字
体
表
」
の
字

形
を
常
用
漢
字
に
も
適
用
し

た
「
正
漢
字
」、
そ
し
て
「
歴

史
的
仮
名
遣
」
の
規
範
を
国

で
定
め
、
国
語
表
記
の
も
う

一
つ
の
規
範
に

電
子
書
籍
に
漢
字
と
仮
名
遣
の

新
旧
切
替
機
能
搭
載

正
字
・
正
か
な
で
原
稿
を
書
い

て
も
そ
の
ま
ま
出
版
す
る
出
版

社
や
同
人
サ
ー
ク
ル
が
増
え
、

『
み
ん
な
の
か
な
づ
か
ひ
』
は
役

目
を
果
た
し
休
刊
？

？

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
ユ
ニ
コ
ー
ド

の
Ｃ
Ｊ
Ｋ
Ｖ
統
合
漢
字

規
格
表
に
、
日
本
の
「
正

字
（
旧
字
）」
も
追
加

漢
字
圏
共
通
の
フ
ォ
ン

ト
字
形
の
検
討
始
ま
る

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の

標
準
キ
ー
ボ
ー
ド
が
正

字
・
正
か
な
に
対
応
、
Ａ

Ｉ
が
正
し
い
歴
史
的
仮

名
遣
を
指
導

大
韓
民
国
、
北
朝
鮮
、
ベ

ト
ナ
ム
、
自
国
語
の
漢

字
教
育
を
全
面
的
ま
た

は
部
分
的
に
復
活

中
華
人
民
共
和
国
、
正

体
字
（
繁
体
字
）
の
教
育

を
復
活
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	■
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
は
公
的
に
も
私
的
に
も

　
「
新
聞
は
？　

漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
だ
っ
た
の
で
は
？
」
も
し

か
し
て
法
令
の
多
く
含
ま
れ
る
「
官
報
」
の
事
で
せ
う
か
。
官
報
は

法
令
も
多
く
載
り
ま
す
し
、
戦
前
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
で
し
た
。

　

し
か
し
一
般
的
な
新
聞
は
、
現
代
と
同
じ
く
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ

り
文
が
普
通
で
し
た
。
有
名
な
国
際
聯
盟
脱
退
を
伝
へ
る
記
事
も

「
聯
盟
ヨ
サ
ラ
バ
！
」
で
は
な
く
「
聯
盟
よ
さ
ら
ば
！
」
で
し
た
。

　

お
役
所
の
出
す
文
書
が
絶
対
に
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
だ
っ
た
か

と
云
ふ
と
、
さ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
五
年
の
『
育
子
告
諭
』
は
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
で
し
た
。

　

文
部
省
の
発
行
し
た
『
国
体
の
本
義
』
と
い
ふ
本
は
、
題
名
か
ら

し
て
如
何
に
も
「
日
本
の
魂
！
」
と
い
ふ
気
迫
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

題
名
も
本
文
も
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
で
し
た
。

https://dl.ndl.go.jp/pid/1111807

　

二
・
二
六
事
件
で
叛
乱
兵
に
告
げ
る
ア
ド
バ
ル
ー
ン
に

あ
っ
た
文
字
も
「
勅
命
下
ル
軍
旗
ニ
手
向
フ
ナ
」
で
は
な
く
「
勅
命

下
る
軍
旗
に
手
向
ふ
な
」
で
あ
っ
た
事
が
写
真
に
残
っ
て
ゐ
ま
す
。

　

民
間
の
読
物
で
は
、
先
に
述
べ
た
「
カ
タ
カ
ナ
先
習
」
も
あ
っ
て

幼
年
向
け
の
読
物
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
事
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
以
外
の
小
説
や
雑
誌
な
ど
は
む
し
ろ
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
で

東京朝日新聞　昭和8（1933）年2月25日朝刊　2面
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	■
正
字
と
略
字

　
「
国
語
改
革
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
首
謀
者
」
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
人
も
多
い

の
で
す
が
、
こ
の
字
体
整
理
案
か
ら
分
か
る
通
り
、
本
当
は
日
本
人

自
身
に
よ
り
戦
前
か
ら
試
案
が
作
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
ら

が
な
の
「
れ
」
が
「
禮
」
で
は
な
く
「
礼
」
に
由
来
す
る
や
う
に
、
略

字
は
千
年
、
二
千
年
も
の
昔
か
ら
漢
字
圏
で
作
ら
れ
書
き
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
昔
な
が
ら
の
略
字
と
、
戦
後
の
国
語
改
革
で
採
用
さ
れ

た
略
字
の
、
背
後
の
考
へ
は
似
て
非
な
る
も
の
で
す
。
我
々
が
「
㐧
」

の
字
を
書
い
て
も
、
正
字
の
「
第
」
も
知
り
決
し
て
捨
て
な
い
の
と

同
じ
く
、
昔
は
飽
く
ま
で
も
略
字
と
割
り
切
っ
て
使
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
の
詔
勅
を
含
め
、
正
式
な
場
で
は
正
字
で
書
く
の
が
原
則

で
し
た
。

　

し
か
し
例
の
略
字
案
や
当
用
漢
字
で
は
「
略
字
を
正
字
に
格
上
げ

し
、
正
字
の
使
用
を
制
限
」
し
ま
し
た
。
略
字
は
使
用
頻
度
の
高
い

字
ほ
ど
作
ら
れ
や
す
い
の
で
、
漢
字
制
限
が
前
提
の
改
革
で
し
た
。

そ
し
て
漢
字
制
限
が
形
骸
化
し
た
今
、「
釈
・
沢
・
駅
・
鐸
・
繹
」
の

や
う
に
文
字
部
品
の
不
整
合
に
よ
る
秩
序
の
破
壊
が
明
る
み
に
出
て

ゐ
ま
す
。

　

略
字
の
伝
統
を
正
確
に
理
解
し
ま
せ
う
。
略
字
で
書
く
場
合
も
あ

る
と
し
て
も
、
せ
め
て
「
正
字
と
い
ふ
『
建
前
』
の
存
在
」
を
博
く

国
民
が
知
る
事
が
必
要
だ
と
私
は
考
へ
ま
す
。
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歷
史
的
假
名
遣
ひ
に
つ
い
て
の
國
會
論
議

山
田
喜
弘

特
　
　
　
輯

　
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
「
歷
史
的
假
名
遣
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
檢
索
す
る
と　
「
該
当
会
議
録　

一
六
件 　

該
当
箇
所　

三

〇
」
と
出
て
來
る
。

　

そ
の
中
の
衆
議
院　

內
閣
委
員
會
（
平
成
十
一
年
七
月
十
一
日
）

で
西
村
眞
悟
衆
院
議
員
が
要
約
す
る
と
次
の
や
う
に
發
言
し
て
ゐ
る
。

•	

君
が
代
の
歌
詞
は
古
今
和
歌
集
に
原
歌
が
あ
つ
て
、
口
語
體
で
は

な
く
て
文
語
文
で
あ
る
。

•	

內
閣
吿
示
に
よ
る
と
、
現
代
假
名
遣
ひ
は
口
語
文
に
す
る
、
現
代
假

名
遣
ひ
は
現
代
文
の
う
ち
口
語
文
に
限
る
、
歷
史
と
傳
統
に
基
づ
く

歷
史
的
假
名
遣
ひ
を
尊
重
す
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
、
と
あ
る
。

•	

歷
史
的
假
名
遣
ひ
こ
そ
が
こ
の
君
が
代
を
法
律
上
表
記
す
る
に
ふ

さ
は
し
い
。
し
か
る
に
、「
君
が
代
の
歌
詞
及
び
樂
曲
」
に
つ
い
て

は
現
代
假
名
遣
ひ
に
な
つ
て
を
り
、
こ
れ
は
、
內
閣
吿
示
自
體
を
無

視
す
る
も
の
だ
。
假
名
は
「
い
わ
お
」
で
は
な
く
て
「
い
は
ほ
」
だ
。

　

こ
れ
は
ま
こ
と
に
尤
も
な
主
張
だ
と
思
ふ
が
竹
島
一
彥
政
府
委
員

は
要
約
す
る
と
次
の
や
う
に
答
辯
し
て
ゐ
る
。

•	

昭
和
五
十
六
年
の
政
府
に
お
け
る
申
し
合
は
せ
に
よ
り
、
現
代
語

で
、
常
用
漢
字
表
を
も
つ
て
法
律
を
つ
く
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ

て
を
り
、
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
答
辯
に
對
し
て
西
村
議
員
は
次
の
や
う
に
發
言
し
て
ゐ
る
。

「
こ
れ
は
到
底
理
解
で
き
な
い
。
申
し
合
は
せ
で
、
昭
和
五
十
六
年

の
申
し
合
は
せ
、
後
法
は
前
法
を
否
定
す
る
と
い
ふ
原
則
に
基
づ
い

て
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
の
中
曾
根
內
閣
總
理
大
臣
の
吿
示
を
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例
に
よ
つ
て
何
を
書
い
た
も
の
か
困
り
果
て
て
ゐ
る
。
昭
和
百
年

と
言
う
た
と
こ
ろ
で
、
平
成
改
元
の
際
に
齡
十
に
滿
た
な
か
つ
た
身

に
は
昭
和
の
御
代
に
思
ひ
入
れ
の
持
ち
樣
な
ど
無
く
、
上
の
世
代
の

「
激
動
の
昭
和
」「
懷
か
し
む
べ
き
昭
和
」
を
幾
度
と
な
く
見
せ
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
辟
易
す
る
氣
分
の
方
が
強
い
。
自
分
（
達
）
に
と
つ

て
、
敗
戰
は
も
と
よ
り
、
昭
和
の
東
京
五
輪
も
大
阪
萬
博
も
石
油
危

機
も
、
生
ま
れ
る
前
に
起
こ
つ
た
、
歷
史
的
な
過
去
の
事
象
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
の
阪
神
優
勝
に
し
た
つ
て
、
後
附
け
の
情
報
に
覆
ひ
盡

く
さ
れ
て
、
當
時
の
自
分
が
何
を
見
て
ど
う
思
つ
た
か
な
ど
最
早
分

か
ら
な
い
。

　

と
い
ふ
こ
と
で
、
今
號
の
お
題
に
沿
つ
て
作
文
す
る
こ
と
は
早
々

に
諦
め
、
書
け
さ
う
な
話
題
を
何
と
か
見
繕
つ
て
書
き
始
め
た
。
世

間
は
相
變
は
ら
ず
世
知
辛
く
且
つ
混
沌
と
し
て
ゐ
る
し
、
自
身
は
と

い
へ
ば
娛
樂
の
攝
取
能
力
が
ど
う
に
も
低
迷
し
て
を
り
、
買
う
て
來

た
本
く
ら
ゐ
は
も
う
少
し
し
つ
か
り
讀
み
た
い
と
思
ふ
爲
體
で
、
愉

快
な
話
題
が
な
か
な
か
拾
へ
ず
心
苦
し
い
限
り
で
あ
る
こ
と
を
前
も

つ
て
懺
悔
し
て
お
く
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

　

令
和
七
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
實
施
さ
れ
た
自
由
民
主
黨
總

裁
選
擧
は
、
始
ま
る
前
か
ら
決
著
が
つ
い
た
そ
の
後
ま
で
、
實
に

騷
々
し
い
出
來
事
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
書
い
て
ゐ
る
今
も
ま
だ
騷
々

し
さ
の
最
中
に
あ
る
。
七
月
の
參
議
院
議
員
選
擧
の
直
後
に
石
破
茂

が
愚
か
に
も
辭
め
よ
う
と
し
な
か
つ
た
こ
と
な
ど
最
早
記
憶
の
彼
方
、

小
泉
進
次
郞
陣
營
の
「
ス
テ
マ
」
す
ら
そ
ろ
そ
ろ
朧
氣
で
、
こ
れ
を

書
い
て
ゐ
る
今
は
專
ら
首
班
指
名
選
擧
が
ど
う
な
る
か
の
數
合
は
せ

に
衆
目
が
集
ま
つ
て
ゐ
る
。

愚
想
の
寄
せ
集
め
　
其
の
五

名
賀
月
晃
嗣

特
　
　
　
輯
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步
み
の
念

文
：
明
日
槇
悠

小
　
　
說

十

　

霜さ
う

林り
ん

寺じ

の
朝あ

さ

は
早は

や

い
。
鷄と

り

が
時と

き

を
つ
く
る
の
に
先さ

き

立だ

つ
て
僧さ

う

團だ
ん

は

目め

を
覺さ

ま
し
、
日に

ち

常じ
よ
うの

作さ

務む

を
開か

い

始し

す
る
。

　

宿
し
ゆ
く

坊ば
う

を
借か

り
て
寢ね

泊と
ま

り
し
て
ゐ
る
千ち

禰ね

と
若わ

か

彥ひ
こ

も
、
時と

き

と
し
て
物も

の

音お
と

に
淺あ

さ

い
夢ゆ

め

を
破や

ぶ

ら
れ
、
藍あ

ゐ

色い
ろ

の
夜よ

明あ

け
前ま

へ

を
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず

過す

ご
し
た
。
尤も

つ
とも

彼か
れ

等ら

が
寢ね

附つ

け
な
い
の
は
跋ば

つ

天て
ん

偶ぐ
う

の
鼾い

び
きの

所せ

爲ゐ

も

多た

分ぶ
ん

に
あ
る
。
假か

り

に
も
山や

ま

の
遭さ

う

難な
ん

者し
や

で
あ
る
か
ら
療れ

う

養や
う

は
妥だ

當た
う

な
の

だ
が
、
救き

う

出し
ゆ
つ

者し
や

よ
り
も
生せ

い

氣き

に
溢あ

ふ

れ
て
ゐ
て
は
却か

へ

つ
て
困こ

ま

る
。
山さ

ん

門も
ん

迄ま
で

を
同ど

う

道だ
う

し
た
住

ぢ
ゆ
う

職し
よ
くの

計は
か

ら
ひ
で
、
來ら

い

賓ひ
ん

同ど
う

然ぜ
ん

の
待た

い

遇ぐ
う

を
受う

け
て
ゐ

る
ふ
た
り
だ
が
、
未み

明め
い

の
內う

ち

か
ら
勤き

ん

勉べ
ん

な
響ひ

び
きを

聽き

か
さ
れ
て
は
、
ま

る
で
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
惰だ

眠み
ん

を
貪む

さ
ぼつ

て
ゐ
る
や
う
で
氣き

が
咎と

が

め
る
。
そ
こ

で
何な

に

か
手て

傳つ
だ

へ
る
事こ

と

が
な
い
か
住

ぢ
ゆ
う

職し
よ
くに

掛か
け

合あ

つ
た
の
だ
が
、
團だ

ん

磨ま

上し
や
う

人に
ん

は
大お

ほ

聲ご
ゑ

で
笑わ

ら

つ
て
取と

り

合あ

は
な
か
つ
た
。

「
諸し

よ

國こ
く

行あ
ん

脚ぎ
や

を
な
さ
ら
う
と
云い

ふ
お
客

き
や
く

人じ
ん

に
雜ざ

つ

役や
く

抔な
ど

さ
せ
て
は
罰ば

ち

が

當あ
た

り
ま
す
わ
い
。
ど
う
か
お
氣き

に
な
さ
ら
ず
、
し
つ
か
り
休や

す

ん
で
下く

だ

さ
れ
」

　

折せ
つ

角か
く

の
厚こ

う

意い

で
は
あ
る
が
、
霜さ

う

林り
ん

寺じ

は
氣き

の
休や

す

ま
る
環

く
わ
ん

境き
や
うで

は
な

い
。
掃は

き
淸き

よ

め
ら
れ
た
境け

い

內だ
い

に
は
莊さ

う

嚴ご
ん

な
自し

然ぜ
ん

の
眺な

が

め
が
あ
つ
た
が
、

其そ
の

傍か
た
は
らで

常つ
ね

に
修し

ゆ

行ぎ
や
う

僧さ
う

は
眞ま

面じ

目め

に
勵は

げ

ん
で
を
ら
れ
る
。
ぞ
ん
ざ
い
に

も
知し

ら
ぬ
顏か

ほ

で
橫よ

こ

た
は
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
、
肺は

い

臟ざ
う

を
出

し
ゆ
つ

入に
ふ

す
る
の

は
山さ

ん

頂ち
や
うの

薄う
す

く
冷つ

め

た
い
空く

う

氣き

だ
。
此こ

處こ

に
長な

が

く
逗と

う

留り
う

す
る
の
は
何な

に

よ

り
退た

い

屈く
つ

だ
と
は
流さ

す
が石

に
言い

ひ
出だ

せ
ず
、
ふ
た
り
は
苦く

笑せ
う

を
返か

へ

す
し
か

な
か
つ
た
。
こ
の
遣や

り

取と
り

を
拔ぬ

か
り
な
く
耳み

み

で
拾ひ

ろ

つ
た
跋ば

つ

天て
ん

偶ぐ
う

が
、
脇わ

き

か
ら
割わ

り
込こ

ん
で
、
住

ぢ
ゆ
う

職し
よ
くに

不ふ

服ふ
く

を
申ま

う

し
立た

て
た
。

「
和を

尙し
や
う、

そ
れ
は
殺せ

つ

生し
や
うだ

。
體か

ら
だが

動う
ご

く
の
に
強し

ひ
て
暇ひ

ま

に
甘あ

ま

ん
じ
ろ

と
云い

ふ
の
で
は
體か

ら
だが

鈍な
ま

つ
て
仕し

方か
た

な
か
ら
う
。
心し

ん

身し
ん

に
却か

へ

つ
て
毒ど

く

だ
。

人に
ん

間げ
ん

、
動う

ご

け
る
樣や

う

に
ち
や
ん
と
働は

た
らく

の
が
一い

ち

番ば
ん

だ
。
こ
こ
は
廻ゑ

向か
う

の
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手順①　ダウンロード（インターネットからのプログラム受信）
①－１　ウ ェ ブ ブ ラ ウ ザ（Windows な ら Edge や Google 
Chrome等、MacならSafari等）で「契冲64」のダウンロー
ドページを開く。https://kokugomondaikyo.net/keichu/
①－２　「ダウンロード」の見出し
の下にあるリンク（記事執筆時点の
最新版は「R070722 テスト版」。今
後新しい版が出た場合は以下の説
明の数字部分を新しい日附に読替
へること）をクリックする。Macの
場合は「kokugomondaikyo.netでのダウンロードを許可しますか？」
のメッセージが表示される場合があるが「許可」ボタンを押す。
①－３【Mac】　ダウンロードが終了すると、「ダウンロード」フォル
ダに「keichu64_r070722」の名前でフォルダが作成され、その中に

「契冲64について.txt」「契冲64辭書ファイル_r070722.txt」の二つの
ファイルが作成される。
①－３【Windows】　ウェ
ブブラウザの右上に「ダウ
ンロード」アイコンがある
の で ク リ ッ ク す る。
keichu64_r070722.zip と
いふファイルのダウンロードが完了すると、「ファイルを開く」と表
示されるのでクリックする。
　

開いたウィンドウの右上（Windows11 の場合）の「すべて展開」ボ
タンを押す。「展開先の選択とファイルの展開」のウィンドウが表示
されたら、そのまま「展開」ボタンを押す。すると、「keichu64_
r070722」の名前でフォルダが作成され、その中に「契冲64について
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